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ありったけの感謝をこめて 

学校長 梅田 比奈子 

  

北京オリンピックが 17 日間の幕を閉じました。様々な競技が行われ、それぞれの活躍を見ること

ができました。チームで本音を出し合い、話し合いながら乗り越えた先にあった勝利。自分の限界ま

で努力したけれど、思い通りにならなかった結果。中には、現地入りしたにも関わらず陽性になって

しまい、個人種目に出場できなかった選手もいました。 

 オリンピック選手の言葉には、挑戦し続けたものだから言える様々な言葉があります。その選手

の人生、価値観、歩んできた道・・ただ、その選手がみんな同様に語るのは、「感謝」でした。 

 選手が「ありがとう」を言っている相手は、本当に様々な人です。チームのなかま、家族、コーチ、

会場をつくってくれる人、自分の身体を調整してくれる人、道

具を作ってくれる人、食事をつくったり、栄養を考えたりして

くれる人、友達、ドクター・・・。本当に多くの人と関わりな

がら、オリンピックの一日があるのだなぁと実感します。と同

時に、これは、学校の教育活動にも同じことが言えるのではな

いかと改めて思いました。 

今年度もコロナによって、子どもたちの生活は制限された

り、あきらめたりすることがたくさんあったと思います。そん

な中でも、私たちは、知恵を絞り、できるだけ子どもたちにと

って、豊かな教育活動ができるように考えてきました。そして、

少しずつですが、実践してこられました。これは、保護者の皆

さんや地域の方々のご理解と協力、力を合わせてくれた教職員、

ボランティアや講師として来てくださった様々な方の思い、そ

して何より前向きに取り

組んでくれた子どもたち

がいてできたことです。

ひとつ欠けても、きっと、実現できなかったと思います。今、

一年間を振り返って、本当に多くの方々に支えられてきたのだ

と、感謝の気持ちでいっぱいです。そして、教育活動に携わっ

てくださったみなさん、一人ひとりに、ありったけの思いをこ

めて「ありがとう」を伝えたいと思います。本当にありがとう

ございました。 

 


